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Ⅰ.問題の背景と所在・目的 

 セルフ・ハンディキャッピング（以下 SH と略す）とは、「遂行によって自己の能力が明確

になる領域で、不適切な遂行の結果、自尊感情の低下が予期される場合、なんらかの問題・弱

点・欠陥があることを表面的に自ら認めるような特性や行為を採用する過程」

（Snyder&Smith,1982）と定義されている（沼崎・小口,1990）。この SHを分類する試みの

中に、沼崎・小口（1990）が抽出した統制可能性（統制不能－統制可能）という次元で捉える

「やれない因子」と「やらない因子」がある。やれない因子は、所期の目的に向かって行動し

ようと思っても、統制不能ななんらかの障害があるためにできないことを表し、やらない因子

は、所期の目的に向かって行動しようとはしないことを表している。本研究では、以降、統制

可能性の 2 つの次元を「統制不可能－可能」と表記する。また、SH は自尊感情維持を目的と

する方略としても知られ、SH と自尊感情との関連について多くの研究がなされてきたが、SH

と自尊感情の関係について、これまで一貫した結果は見出されていない。伊藤（1991）による

と Harris&Snyder（1986）の研究では、被検者に自尊感情尺度の回答に対する確信度を回答

させたところ、自尊感情の高さに関係なく、自己概念の不安定な男性被検者がテスト前の意図

する努力量の報告も実際の練習量も少ないことを見出した。また SH 採用の有無は、自尊感情

の高低ではなく、自己概念の安定性によって、左右されることが示唆されている

（e.g.Harris&Snyder,1986; 龍・氏原・上田・小川内,2002）。そして、金子・高木（2008）

は、気持ちの不安定性さや不安な精神状態が SH採用の有無に強く影響していることを明らか

にし、SH の採用を規定する個人特性として不安に焦点を当てていくことは意義のあることだ

ろうと示唆している。 

そこで本研究では、大学生を対象とし、SH を統制不可能－可能の次元で捉え、自尊感情と

自己概念の安定性及び特性不安との関連を検討することを目的とする。そして（1）セルフ・

ハンディキャッピングの採択に関連する要因について性差がある、（2）自尊感情が低く、自己

概念が不安定で特性不安の高い人は、統制可能なやらない因子のセルフ・ハンディキャッピン

グを採択する、との仮説に立ち、研究を進める。（1）については、仮説の方向が定められてい

ないため探索的に検討する。 

 

Ⅱ.方法 

調査対象者は、都内某私立大学に在籍する 1 年生から 4 年生の男女を調査対象とし、質問紙

調査を行った。回答者 333名のうち、有効回答者 256名が、本研究の分析対象となった。性別

の内訳は男性 100名、女性 156名の平均年齢 20.1歳、標準偏差は 1.28 である。質問紙の構成

は以下の通りである。 

1）SHを統制不可能‐統制可能の次元ではかるための尺度：セルフ・ハンディキャッピング

尺度［沼崎・小口,1990］23項目（やれない因子とやらない因子から構成されている） 

2）自尊感情と自己概念の安定性をはかるための尺度：自尊感情尺度［Rosenberg,1965（山

本・松井・山成,1982）］10項目およびその確信度 4段階評価 
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3）特性不安をはかるための尺度：新版 STAI 状態－特性不安検査［肥田野・福原・岩脇・

曽我・Spielberger,2000］のうち特性不安に関する 20項目 

4）対象者が青年期に該当するかどうかを確認するため：年齢 ・ 性差の検討のため：性別 

得られたデータは、統計的手法を用いて調査結果を分析した。なお、分析には統計解析ソフ

ト SPSS ver19.0を使用した。SH について沼崎・小口（1990）によって分類された、やれな

い因子とやらない因子の各得点と自尊感情、自己概念の安定性、特性不安の各得点を算出した。。

性差の検討ために、算出した各因子と各変数の得点から、平均値の差の t検定を行った。次に、

各因子と各変数の間にどの程度、関連があるかを検討するために、男女別に相関分析を行った。 

 

Ⅲ.結果 

性差の検討を行った結果、やれない因子とやらない因子は男性よりも女性の方が有意に高い

平均得点を示し、自尊感情は女性よりも男性の方が有意に高い平均得点を示した。そして、男

女別に各因子・変数間の関連を検討するために、Pearsonの相関係数を算出した結果、男女と

もにやれない因子について、自尊感情との間には負の相関がみられ、特性不安との間には正の

相関がみられた。また、男性はやらない因子について、自尊感情との間に有意な負の相関がみ

られ、特性不安との間に正の相関がみられた。一方で、女性はやらない因子といずれの指標と

の間にも有意な相関はみられなかった。 

 

Ⅳ.考察 

性差に関しては、やれない因子とやらない因子、そして自尊感情において有意な差がみられ

た。つまり、仮説（1）は一部、支持された。 

そして、SH のやれない因子とやらない因子それぞれにおける諸指標の相関について、男性

の場合、統制可能性（統制不可能－可能）のどちらの SHを採択するに際しても、諸指標との

相関の在り方に違いはなく、やれない因子とやらない因子を採択する人は、自尊感情が低く、

特性不安が高い人であることが明らかになった。つまり、男性の場合には、SH を採択するこ

とと、自尊感情や特性不安との間には関連が見られることを示唆した。ただし、統制不可能－

可能の次元のいずれの因子の SH を採用するか、本研究で用いた諸指標からは見極められず、

統制不可能－可能の次元による違いを生み出す要因については、明らかにならなかった。 

 一方で、女性の場合、やれない因子を採択する人は、自尊感情が低く、特性不安が高い人で

あることが明らかになったが、やらない因子を採択する場合には、男性や、やれない因子と諸

指標との相関の在り方とは異なることが示唆された。やらない因子は、自尊感情や特性不安と

の関連が見られず、他に関与している要因があると考えられるが、今回の研究では明らかには

ならなかった。しかし、女性の場合には、統制不可能－可能の次元のいずれの因子の SH を採

択するか、その次元による違いを生み出す要因が何かについては、一つの可能性として、今回、

用いた自尊感情や特性不安が挙げられる可能性が示唆された。 

よって、本研究の仮説（2）は男性の場合、自己概念については支持されず、それ以外は支

持され、女性の場合は支持されないという結果になった。 
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